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里
塚
闘
争
と
脱
原
発
運
動
を
担
つ
も
自
然
に
す
ぎ
な
い
「
い
の
ち
」
。
一

て
き
た
市
民
科
学
者
山
口
幸
夫
の
逆
に
、
そ
こ
に
普
遍
的
で
-
フ
デ
ィ
一

「
一
ニ
里
塚
と
脱
原
発
運
動
」
。
企
カ
ル
な
輝
き
が
あ
る
こ
と
が
静
か
一

面

し

聾

震

を

編

ん

だ

霊

英

語

ら

れ

て

い

る

。

一

一
は
、
「
高
度
経
酒
成
長
期
の
陰
へ 

ゲ
ル
は
「
人
格
一
と
「
身
一

I

で
穿
て
ら
れ
た
『
い
の
ち
』
に
焦
体
」
を
分
け
、
前
者
が
後
者
を
「
所
一

点
を
当
て
た
一
九
六
0
年
代
史
を
有
」
し
糟
神
化
す
る
こ
と
で
理
性
一

志
向
し
た
」
と
、
狙
い
を
明
ら
か
学
獲
得
で
き
る
と
し
た
。
そ
こ
に
一

に
し
℃
い
る
。
「
自
由
」
を
見
い
だ
し
た
。
西
欧
一

四
人
の
話
は
、
「
六 

佳
代
」
的
知
の
「
自
由
」
は
、
身
俸
、
自
一

O

の
記
録
・
追
想
に
は
と
ど
ま
ら
な
然
、
世
界
を
制
圧
・
支
配
す
る
こ
一

い
。
今
日
、
つ
ま
り
「
一
一
了
一
ご
と
で
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
-

三
月
一
一
自
の
東
日
本
大
震
災

で
発
生
し
畠
察
事
故
は
、
時
代

を
置
す
「
公
害
〕
シ
迂
っ
て
し
ま

い、
 

も
被
轡
が
拡
大
し
て
い
る
。
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そ
も
そ
も
公
轡
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
六
0
年

代
、
高
度
経
済
成
長
期
の
こ
と
だ
。

当
時
ハ
イ
テ
ク
揖
術
で
国
策
企
業

だ
っ
た
チ
ッ
ソ
が
水
俣
病
を
前
き

お
こ
し
、
「
公
害
の
原
点
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
石
油
へ

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
大
転
換
さ

れ
石
炭
産
業
が
斜
陽
と
な
る
な

か
、
三
井
一
一
一
池
閥
抗
で
炭
腫
爆
発

事
件
が
起
こ
っ
た
。
六
O
年
安
保

闘
争
と
期
を
問
予
じ
た
大
争
議

か
ら
、
=
一
年
を
繕
亡
の
こ
と
だ
っ

た
。
合
理
化
が
塑
沼
札
進
め
ら
れ

る
一
方
、
「
安
全
神
話
」
の
も
と
保

安
対
策
が
怠
ら
れ
、
起
こ
る
べ
く

し
て
起
こ
っ
た
大
事
故
で
、
爆
死

O

者一一
 

人
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
死

者
四
五
八
人
、
中
曹
患
者
八
一
一
一
九

人
と
戦
後
最
大
級
の
労
働
災
害
を

A
d
u

も
た
ら
し
た
。
準 

て
生
き
残

後
の
課
題
に
直
結
し
て
い
る
。
質
す
べ
て
は
「
制
御
可
能
」
な
も
の
一

か
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
が
「
制
と
し
亡
あ
る
。
い
や
、
そ
う
で
な
一

御
可
能
」
で
あ
る
と
子
'
る
「
科
学
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

技
術
文
明
」
や
、
「
生
産
性
の
論
こ
の
世
界
観
そ
支
え
る
科
学
技
-

理
」
「
労
働
の
論
理
)
へ
の
疑
義
術
が
六
0
年
代
の
高
度
経
済
成
長
一

・
批
判
で
あ
る
。
裏
側
か
ら
奮
い
を
推
し
進
め
た
が
、
経
済
発
展
最
一

な
お
せ
ば
、
そ
う
し
た
文
明
や
論
優
先
は
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
、
排
除
、
一

理
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
排
除
さ
れ
、
切
吟
捨
て
を
も
た
ら
し
た
。
そ
う
一

「
棄
て
ら
れ
た
い
の
ち
」
と
向
き
し
た
な
か
で
、
水
俣
病
、
ペ
ト
ナ
一

あ
お
う
-
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
水
ム
反
戦
連
覇
、
学
園
闘
争
、
一
一
一
塁
一

俣
病
や
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
で
障
塚
闘
争
、
科
学
境
術
へ
の
奥
議
申
一

っ
た
中
韓
患
者
は
脳
苧
や
ら
れ
、

家
族
も
そ
の
重
み
を
背
負
っ
た
。

今
回
の
原
発
事
故
も
ま
た
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
期
に
国
策

企
業
で
発
生
し
た
。
ど
こ
ま
で
拡

大
す
る
か
、
予
断
を
許
さ
な
い
大

公
害
で
あ
る
。

本
書
は
昨
年
慶
応
大
学
で
行
わ

れ
た
連
続
講
義
の
ま
と
め
だ
が
、

「
一
ニ
・
一
ご
後
の
社
会
を
わ
た

し
た
ち
が
ど
の
よ
司
っ
た
再
構
成
す

る
べ
き
か
を
考
え
る
と
き
、
十
八
斉
一

な
示
唆
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
。「

一
九
六 
0
年
代
の
節
目
と
な


る
事
件
や
運
動
の
主
役
で
あ
っ
た


四
人
」
の
発
言
が
並
ん
で
い
る
。


ベ
平
逮
(
「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を 
1


市
民
連
合
」
)
吉
川
勇
一
の
「
原


水
爆
禁
止
運
動
か
ら
ベ
ヰ
連
へ
」
、


水
俣
病
や
三
井
一
ニ
池
炭
層
一
爆
発
事


故
に
取
り
組
ん
だ
医
師
原
田
正
純


の
「
水
俣
と
三
池
」
、
東
大
関
争


を
闘
っ
た
環
境
哲
学
者
最
首
悟
の

と
し
て
あ
る
。
自
然
に
支
え
ら
れ
、
(
ス
ロ 
1
ヲ 

ク
・
ジ
ャ 

ナ
リ


「
由
民
大
闘
争
と
学
生
運
動
」
、
一
ニ

l

l

害
を
背
負
わ
さ
れ
た
「
い
の
ち
」
、
し
立
て
(
反
原
発
)
な
ど
、
六

ダ
ワ
ン
症
の
娘
と
接
す
る
殿
首
の
年
代
の
事
件
、
運
覇
が
起
こ
り
、
一

言
う
「
現
や
気
配
と
し
て
あ
る
形
闘
わ
れ
た
こ
と
が
論
者
た
ち
に
よ
一

の
な
い
『
い
の
ち 

、
三
里
塚
闘
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
一

E

争
の
当
の
「
百
姓
衆
が
獲
得
」
し
も
ち

ち
」
の
つ
な
が
り
。
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
半
世
紀
の

こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
い
の
ち
」
経
過
は
情
況
を
大
き
く
変
え
℃
い

と
は
、
わ
た
し
な
り
に
受
け
と
め
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
制
御

れ
ば
、
自
然
や
世
界
を
す
べ
て
制
可
能
」
神
話
が
崩
れ
た
「
二
了
一

御
で
き
る
と
思
い
な
し
、
「
地
球
一
」
後
を
模
索
す
る
と
さ
、
「
来

の
主
会
(
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
)
来
へ
つ
づ
く
思
想
と
し
て
「
六

た
ら
ん
と
す
る
近
代
的
「
人
格
」 

0
年
代
史
」
を
改
め
て
と
ら
え
な

「
理
性
」
へ
の
ア
ン
チ
・
テ 

ぜ
お
す
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。
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自
然
と
つ
な
が
り
息
づ
く
、
自
ら
ス
ト
)

O

ん
多
様
な
「
六 
0
年
代
」
一

た
食
ゃ
く
ら
し
に
お
け
る
「
い
の
が
本
書
に
す
べ
て
集
約
さ
れ
て
い

yp
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